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大型車の近くを走行している時（二輪車編）

あなたは幹線道路の右側車線を走行しています。
左前方を走行するトラックを追い抜こうとして
いるところです。

安全に走行するには、
どのようなことを予測する
必要がありますか？
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答え このような状況ではこんな危険があります
ここがポイント

自分の存在を周囲が認識しているか
常に意識しておく

大型車の近くを走行している時（二輪車編）
あなたは幹線道路の右側車線を走行しています。
左前方を走行するトラックを追い抜こうとしているとこ
ろです。

●左前方を走行するトラックの
先に車両が停車しています。ト
ラックが停車車両を避けよう
と、右側の車線へ急に進路変
更するかもしれません。その
まま追い抜こうとすると、この
トラックと衝突する危険があ
ります。

●このようなケースでは、トラックのドライバーが停車車
両を避けようと安易に右の車線に進路変更することを予
測し、相手の急な進路変更にも余裕持って対応できよう
にしておく必要があります。

●バイクは車体が小さいため、クルマのドライバーから見
落とされることがあります。ライダーは自分の存在を周
囲が認識しているか常に意識しながら運転することが大
切です。クルマの側方を走る時は「見落とされているか
もしれない」と考え、相手の動きに注意してください。

●ドライバーは進路変更をする時、後方の死角に車両がい
ないか、ミラーだけでなく、必ず目視で確認しましょう。


